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● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変
化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因
には、主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０１７年１２月期 第３四半期決算

執行役員 設楽 元文
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（億円）
２０１６年

３Ｑ
２０１７年

３Ｑ
前年比

売上高 １１,３２８ １２,５０７ １１０％

営業利益 ８８９ １,２０８ １３６％

営業利益率 ７.８％ ９.７％ ＋１.８pts.

経常利益 ７７６ １,２４１ １６０％

当期純利益 ４８２ ８９２ １８５％

（＄・€） １０９・１２１ １１２・１２５ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,２７３・３.５ １３,１６７・３.２ ー

※ 親会社株主に帰属する四半期純利益

※
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経営業績： ２０１７年 （３Ｑ）

第３四半期も引き続き、各利益で過去 高益を達成。



889 244
45

△75

95 61
9 △60

1,208営業利益
（億円）

規模・
収益性

経費
増加

先進国事業等
669億円 （前年比 ＋105億円）

新興国二輪車
540億円 （前年比 ＋214億円）

親会社株主
に帰属する

四半期純利益
（億円）

482

892

経営業績 ： 営業利益変動要因 （３Ｑ）

（億円）

2016年

（$/€： 109/121）

2017年

（112/125）

為替
影響

未実現
利益調整規模・

収益性
為替
影響

経費
減少
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新興国・先進国ともに、概ねすべての事業において収益性改善が進む。



（億円）
２０１６年

実績
２０１７年
前回予想

２０１７年
今回予想

前年比

売上高 １５,０２８ １６,３００ １６,３００ １０８％

営業利益 １,０８６ １,３５０ １,４００ １２９％

営業利益率 ７.２％ ８.３％ ８.６％ ＋１.４pts.

経常利益 １,０２１ １,３５０ １,４４０ １４１％

当期純利益 ６３２ ９００ ９５０ １５０％

（＄・€） １０９・１２０
（年間）１１１・１１８
（下期）１１０・１１５

（年間）１１１・１２６
（4Q）１１０・１３０ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,３００・３.５
（年間）１３,２００・３.２
（下期）１３,２００・３.２

（年間）１３,２００・３.２
（4Q）１３,２００・３.２ ー

※ 親会社株主に帰属する当期純利益

※
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各利益とも過去 高益を達成見込み。

経営業績： ２０１７年 （年間予想）

配当金 ６０ ７８ ８２ ー



1,086 247 46 △55 100
80 △44 △60

1,400
営業利益

（億円）

2016年

（$/€： 109/120）

2017年

（111/126）

新興国二輪車
695億円 （前年比 ＋237億円）

632

950

先進国事業等
705億円 （前年比 ＋77億円）
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規模・
収益性

経費
増加

未実現
利益調整規模・

収益性

経費
増加為替

影響

為替
影響

経営業績 ： 営業利益変動要因 （年間予想）

（億円）

営業利益率 先進国８％ 新興国９％達成見込み。

親会社株主
に帰属する
当期純利益

（億円）



2,157 1,975 2,009

5,686 
5,018 

5,812

2,373 

2,305 

2,508

1,166 

1,113 

1,065

881 

918 

1,113

39 5

295 325

540

526
459

487

106

50

13
84

94

165
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売上高 営業利益

その他

マリン

特機

新興国
二輪車

7.8% 9.7%

（億円）

8.6%

2016年 2017年2015年 2016年 2017年2015年

先進国
二輪車

12,262

11,328

12,507

1,050

889

1,208

△39

経営業績 ： 事業別 売上高・営業利益 （３Ｑ）

7（$/€： 121/135） （109/121） （112/125） ※ その他： 産業用機械・ロボット含む



事業業績 ： ２０１７年 （３Ｑ）

2,191 
1,889 

2,150 

800 

780 

914 

473 

463 

655 
219 

319 

412 

15年 16年 17年

売上高
（億円）

営業
利益率 5.0％ 8.3％ 9.2％

タイ

フィリピン

インドネシア

ベトナム

3,683
3,451

4,133

新しい価値提案を進め、
営業利益率10％水準定着へ。

2015年 2016年 2017年

アセアン二輪車

1,122 1,074 1,156 

556 
430 395 

357 
364 359 

122 
107 99 

15年 16年 17年

先進国二輪車

2,157

1,975

欧州

北米

大洋州

日本

2,009

1.8% △2.0% 0.2%

2015年 2016年 2017年

事業構造改革を進めながら、
黒字を確保。

売上高
（億円）

営業
利益率
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事業業績 ： ２０１７年 （３Ｑ）

1,384 1,324 1,372 

989 981 
1,136 

年 年 年

船外機

ボート・
WV等

2,373 2,305

22.2% 19.9% 19.4%

売上高
（億円）

営業
利益率

2015年 2016年 2017年

マリン

大型化による収益性改善進み、
未実現利益の影響を吸収。

2,508

645 634 551 

521 479 
514 

15年 16年 17年

RV

その他

ROV市場に、850cc・２気筒
新エンジンPFモデルを投入。

9.1% 4.5% 1.2%

1,166
1,113

1,065

2015年 2016年 2017年

特機

売上高
（億円）

営業
利益率
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348 342 

495 

15年 16年 17年

産業用機械・ロボット

売上高
（億円）

営業
利益率 17.5% 16.4% 23.5%

2015年 2016年 2017年

マウンター・ロボット販売好調続く。

売上高
（億円）

営業
利益率

PAS事業

国内・海外ともに販売増加続く。

事業業績 ： ２０１７年 （３Ｑ）

191 
235 

269 

年 年 年

11.4% 16.7% 19.9%

2015年 2016年 2017年
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二輪車 販売台数・売上高 （３Ｑ）

86 81

57 52

173 170

3,167 3,366

335 326

3,818 3,995

2016年

3Q

2017年

3Q

364 359

430 395

1,074 1,156

4,261 4,928

863
983

6,992
7,820

2016年

3Q

2017年

3Q

アジア

欧州

北米
日本

その他

(112/１25)(109/121)（$/€）

売上高
（億円）

出荷台数
（千台）
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マリン・特機 売上高 （３Ｑ）

224 211

1,335
1,525

343

359133

130270

283
2,305

2,508

2016年

3Q

2017年

3Q

99 100

783 749

108
97

38
36

85
82

1,113
1,065

2016年

3Q

2017年

3Q

アジア

欧州

北米

日本

その他

（億円）

(109/121) (112/125)（$/€）

マリン 特機
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423 450

2
855

8449

4046
35

575
618

2016年

3Q

2017年

3Q

ＩＭ・その他 売上高 （３Ｑ）

134
167

21
2740

42

134

252
14

8

342

495

2016年

3Q

2017年

3Q

アジア

ＩＭ その他

(109/121) (112/125)（$/€）

その他

北米

欧州

日本
（億円）
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設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

１６年３Ｑ
実績

１７年３Ｑ
実績

設備投資 361 358

減価償却費 315 331

研究開発費 700 718

有利子負債 3,089 3,280

（うち販売金融分） 1,749 2,303

（億円）
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為替影響 （対前年）

１７年 ３Ｑ実績（９ヶ月） １７年予想（年間）

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 36 4 17 57 39 20 17 76

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 20 20 0 0 20 20

粗利益の換算影響 （海外子会社） 15 7 69 91 16 13 74 103

販管費の換算影響 （海外子会社） △12 △5 △45 △62 △12 △13 △48 △73

営業利益への為替影響 39 6 61 106 42 20 64 126

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
11億円

EURO
6億円

US$
15億円

EURO
8億円
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事業別 売上高・営業利益 （年間予想）

9,301
10,400 10,400

2,972
3,100 3,100

1,523
1,400 1,4001,232
1,400 1,40015,028
16,300 16,300

360

605 645

554

570 57045
127

190 200

1,086
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2016 2017 20172 列1 20162 20173 201724

売上高 営業利益

（億円）

2017年
前回予想

(111/118)

2016年
(109/120)

2017年
前回予想

(111/118)

2016年
(109/120)

その他

マリン

特機

二輪車

2017年
今回予想

(111/126)

2017年
今回予想

(111/126)
（$/€）

※ その他： 産業用機械・ロボット含む

△15△15
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889
249

71
106 △41 △18 △16 △32

1,208

営業利益変動要因 （３Ｑ）

コスト
ダウン

販管費
増加増収

効果

為替
影響

原材料
価格変動 償却費

増加

成長戦略費用
含む
開発費
増加

2016年

（$/€： 109/121）

2017年

（112/125）

（億円）
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1,086 238

112

126
△64 △21 △21

△56

1,400

営業利益変動要因 （年間予想）

コスト
ダウン増収

効果

2016年

（$/€： 109/120）

2017年

（111/126）

（億円）

販管費
増加

為替
影響

原材料
価格変動 償却費

増加

成長戦略費用
含む
開発費
増加

19


